
戦略研究学会 秋季講演会のご案内

《共催／明治大学ＭＯＳマネジメント・オブ・サスティナビリティ研究所》

●日時 2019年11月3日（日）13:30～16:15 ※受付開始13:00

●会場 明治大学駿河台キャンパス リバティタワー16階1163教室
東京都千代田区神田駿河台1-1 ※御茶ノ水駅(ＪＲ中央線・地下鉄丸ノ内線)、新御茶ノ水駅(地下鉄千代田線)、神保町駅(地

下鉄都営新宿線・半蔵門線)下車。）

●共通テーマ「不確定な未来を見据えた生き残り戦略」（講演・パネル討論）

●プログラム 〈全体司会〉奥山真司（国際地政学研究所､戦略研究学会理事兼企画委員長）

13:30～14:20 講演①

秋田浩之氏（日本経済新聞社コメンテーター）

「米中対立と日本の選択肢」
米中の対立が深まっている。このあつれきはトランプ大統領が主導しているわけではな

く、ハイテク、地政図をめぐる大国間の覇権争いだ。トランプ大統領が来年、再選され

ようがされまいが、この対立はさらに深まっていくだろう。その行方を占うとともに、

日本の選択肢を考える。

【プロフィール】日本経済新聞社コメンテーター。1987年（昭和62年）入社。流通経済部、政治

部、北京支局、ワシントン支局などを経て、2009年9月から、外交・安全保障担当の編集委員兼論説委員。2016年10～12

月、英フィナンシャル・タイムズに出向し、「Leader Writing Team」で社説を担当した。2017年2月より現職。外交・

安保分野を中心に、定期コメンタリーを執筆する。優れた国際報道に与えられる2018年度のボーン・上田記念国際記者

賞を受賞。著書に、米中日関係の現状と行方を分析した「乱流 米中日安全保障三国志」（2016年 日本経済新聞出版社）、

「暗流 米中日外交三国志」（2008年、同）がある。87年3月、自由学園最高学部卒。91年、米ボストン大学大学院修了

（国際関係論）。2006～2007年、米ハーバード大学日米関係プログラム研究員。

14:30～15:20 講演②

牧野 司氏（慶應義塾大学博士課程リーディングプログラム訪問教授）

「テクノロジカル・シンギュラリティ～不確定な未来から明るい未来へ～」
人工知能、生命工学、ロボット、ドローンなどの技術は想像をはるかに超えるスピード

で進化を続けており、社会生活やビジネスを大きく変革しています。このような技術を

使って未来を明るくするのも暗くするのも私たち次第。本講演では、「シンギュラリテ

ィ大学流」の徹底した楽観主義で、明るい未来を皆様と一緒に考えたいと思います。

【プロフィール】1958年横浜生まれ。1981年慶應義塾大学経済学部卒、東京海上研究所主任研究

員を経て、慶應義塾大学博士課程リーディングプログラム訪問教授、東京大学 GCL 非常勤講師、筑波大学大学院客員

教授、Efmaシニアアドバイザー等を務める。テクノロジカル・シンギュラリティをはじめとする幅広い最先端技術や、

Fintech Insuretechに詳しく、国内外での講演・講義実績多数、また、アイディアクリエーションワークショップ等も

行なっている。

15:30～16:15 パネル討論 〈司会〉福田 毅（国立国会図書館、戦略研究学会理事）

※終了後、懇親会を開催します 16:30～ 会場：Folio 千代田区神田神保町1-3 冨山房ビル地下１階）

●参加費（資料代） 会員1,000円 非会員1,500円 （懇親会費3,500円） ※当日徴収

●この講演会は、 事前登録優先 です。当日参加も可能ですが、定員（150人）になり次第締め切ります。

【事前登録方法】①戦略研究学会サイトからお申込ください http://www.j-sss.org/
②FAX・メールでも受付けます。

「氏名､会員･非会員の別､所属･職位､住所､電話番号、懇親会参加・不参加」をお知らせ下さい。

戦略研究学会
事務局 113-0033東京都文京区本郷 3-3-13 TEL 03-3813-4466 FAX 03-3813-4615

http://www.j-sss.org/ 事務局アドレス jimukyoku@j-sss.org


